
2019年度

時 期 1年A巡 単元 学科 教科名

1．実務経験のある教員による授業科目 該当 非該当

5．準備学習

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

３．授業の到達目標（この授業を学ぶことで学生は何を理解し何が出来るようになるのか）

１．自動車の分類が出来、簡単な説明ができる。

２．自動車の基本構造、構成部品、役割を説明できる。

一級自動車工学科、自動車整備科、自動車整備・ボディリペア科、自動車整備・カスタマイズ科 授業計画

自動車工学1A

2019.3.6

総時限 14時限
教科担

当

井ノ内・小畑・高開・稲・栗本・

丸山・池田(岳)・安本

科 目 自動車工学
教科書等

持参品

基礎自動車工学
発行日

自動車整備士として、自動車整備全般の実務経験がある教員により自動車に関する力学、計算、製図等について指導する。

１．自動車の基本的な構造、構成部品を理解する。

筆記試験(100点満点)で60(70)点以上を合格とする。

基礎自動車工学の教科書を事前に読み予習を行う。四則計算等、基本的な計算が出来るようになる。

３．自動車に使用されている部品の機械要素を説明できる。

4．学習評価（期末試験での主な試験項目）



時 期 単元 教科名

８．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 第１章　自動車の概要 基礎自動車工学

１．自動車の定義 基礎計算プリント

２．自動車の歴史

３．自動車の分類

2 第２章　自動車の構造

１．自動車の構成

3 ２．エンジンの原理

３．ガソリン・エンジン

４．ジーゼル・エンジン

4 ５．動力伝達装置

5 ６．アクスル及びサスペンション

７．ステアリング装置

８．ホイール及びタイヤ

９．ホイール・アライメント

6 10．ブレーキ装置

11．フレーム及びボデー

12．灯火装置

13．計器及び警報装置

14．その他

7 第４章　自動車の機械要素

１．ねじ

8 ２．スプリング

３．ベアリング

9 ４．ギヤ

５．ベルト駆動

10 ６．チェーン駆動

７．リンク機

８．カム機構

11 第５章　燃料及び潤滑剤

１．燃料

２．潤滑剤

12 基礎計算　　まとめ

13

14 期末試験

３から７時限目の内容を、クラス毎にローテーションで実施

 ７．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

一級自動車工学科、自動車整備科、自動車整備・ボディリペア科、自動車整備・カスタマイズ科 2019年度 授業計画

1年A巡 学科 自動車工学1A



2019年度

時 期 1年B巡 単元 学科 教科名

基礎自動車工学

二級、三級自動車ガソリンエンジン

二級、三級自動車ジーゼルエンジン

二級講習用　製図編

1．実務経験のある教員による授業科目 該当 非該当

5．準備学習

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

３．授業の到達目標（この授業を学ぶことで学生は何を理解し何が出来るようになるのか）

１．自動車に係る基本的な原理、原則が説明できる。

２．国家２級試験　工学分野の計算問題の説明ができる。

一級自動車工学科、自動車整備科、自動車整備・ボディリペア科、自動車整備・カスタマイズ科 授業計画

自動車工学1B

2019.3.6

総時限 10時限
教科担

当

井ノ内・小畑・高開・稲・栗本・

丸山・池田(岳)・安本

科 目 自動車工学
教科書等

持参品

発行日

自動車整備士として、自動車整備全般の実務経験がある教員により自動車に関する力学、計算、製図等について指導する。

２．国家２級試験　工学分野の計算問題を理解する。

１．自動車に係る基本的な原理、原則を理解する。

筆記試験(100点満点)で60(70)点以上を合格とする。

Ａ巡の四則計算問題を復習しておくこと。基礎自動車工学他、使用教科書を事前に読み予習を行う。

4．学習評価（期末試験での主な試験項目）



時 期 単元 教科名

８．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 製図、鋳造・鍛造の違い 製図プリント

2 金属、鉄鋼材料及び熱処理 基礎自動車工学

3 非鉄金属 二級自動車ガソリンエンジン

4 非金属 三級自動車ガソリンエンジン

5 燃料（ガソリン・軽油） 二級自動車ジーゼルエンジン

6 Ａ巡計算復習（圧力、容積、面積、単位換算） 三級自動車ジーゼルエンジン

7 てこ、比例計算 各計算プリント

8 熱膨張

9 Ｂ巡復習

10 期末試験

一級自動車工学科、自動車整備科、自動車整備・ボディリペア科、自動車整備・カスタマイズ科 2019年度 授業計画

1年B巡 学科 自動車工学1B

 ７．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容



2019年度

時 期 1年C巡 単元 学科 教科名

1．実務経験のある教員による授業科目 該当 非該当

筆記試験(100点満点)で60(70)点以上を合格とする。

Ｂ巡までの工学計算問題を復習しておこくこと。

4．学習評価（期末試験での主な試験項目）

自動車整備士として、自動車整備全般の実務経験がある教員により自動車に関する力学、計算、製図等について指導する。

２．国家２級試験　工学分野の計算問題を理解する。

１．自動車に係る基本的な原理、原則を理解する。

教科担

当

井ノ内・小畑・高開・稲・栗本・

丸山・池田(岳)・安本

科 目 自動車工学
教科書等

持参品

発行日

5．準備学習

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

３．授業の到達目標（この授業を学ぶことで学生は何を理解し何が出来るようになるのか）

１．自動車に係る基本的な原理、原則が説明できる。

２．国家２級試験　工学分野の計算問題の説明ができる。

一級自動車工学科、自動車整備科、自動車整備・ボディリペア科、自動車整備・カスタマイズ科 授業計画

自動車工学1C

2019.3.6

総時限 07時限



時 期 単元 教科名

８．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 トルクレンチ・補助単位（説明・演習・解説） 各授業プリント

2 重心・バルブ機構（説明・演習・解説） 各復習プリント

3 排気量・圧縮比（説明・演習・解説）

4 速度・平均ピストンスピード（説明・演習・解説）

5 加速度（説明・演習・解説）

6 総復習（説明・演習・解説）

7 期末試験

 ７．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

一級自動車工学科、自動車整備科、自動車整備・ボディリペア科、自動車整備・カスタマイズ科 2019年度 授業計画

1年C巡 学科 自動車工学1C



2019年度

時 期 1年D巡 単元 学科 教科名

1．実務経験のある教員による授業科目 該当 非該当

筆記試験(100点満点)で60(70)点以上を合格とする。

Ｃ巡までの工学計算問題を復習しておこくこと。

4．学習評価（期末試験での主な試験項目）

自動車整備士として、自動車整備全般の実務経験がある教員により自動車に関する力学、計算、製図等について指導する。

２．国家２級試験　工学分野の計算問題を理解する。

１．自動車に係る基本的な原理、原則を理解する。

教科担

当

井ノ内・小畑・高開・稲・栗本・

丸山・池田(岳)・安本

科 目 自動車工学
教科書等

持参品

発行日

5．準備学習

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

３．授業の到達目標（この授業を学ぶことで学生は何を理解し何が出来るようになるのか）

１．自動車に係る基本的な原理、原則が説明できる。

２．国家２級試験　工学分野の計算問題の説明ができる。

一級自動車工学科、自動車整備科、自動車整備・ボディリペア科、自動車整備・カスタマイズ科 授業計画

自動車工学1D

2019.3.6

総時限 08時限



時 期 単元 教科名

８．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 電力量（Ｗｈの計算） 各授業プリント

ファイナル（タイヤの左右の回転数） 各復習プリント

（説明・演習・解説）

2 電流増幅率

テスタの内部抵抗１

3 各回路計算

（説明・演習・解説）

4 タイヤの回転数、車速（エンジン回転数から）

（説明・演習・解説）

5 駆動力（エンジントルクから）

（説明・演習・解説）

6 軸重

（説明・演習・解説）

7 1年次総復習

8 期末試験

 ７．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

一級自動車工学科、自動車整備科、自動車整備・ボディリペア科、自動車整備・カスタマイズ科 2019年度 授業計画

1年D巡 学科 自動車工学1D
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